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●時計を快適にお使いいただくには、常に充電を心がけてお使いください。
・月に一度はお天気の良い日に直射日光に
 当てて5～6時間充電する。
・時計を外したら、太陽光の当たる窓際など
 の明るい場所に置く。
・時計を光の当たらない場所で長期保管する
 時は、保管前に十分に充電をする。

また、日常長袖などを着用していると時計が
隠れて光に当たらないため、充電不足になり
やすいのでご注意ください。
快適にご使用いただくために、余裕を持って
充電することを心がけてください。
この時計は、どんなに充電しても過充電の心
配はありません。

1.特　　徴 ： 長波標準電波を受信し、時刻を自動修正できるソーラーデジタル時計
2.時間精度 ： 平均月差±30秒以内（常温5℃～35℃）
2.時間精度 ： 電波受信による時刻修正が正しく行われなかったとき
3.基本機能 ： 時 刻 表 示 時・分・秒、AM/PM、サマータイム
3.基本機能 ： カレンダー 月・日・曜日（2099年までのフルオートカレンダー）
3.基本機能 ： クロノグラフ 計測時間 24時間（23時間59分59秒）
3.基本機能 ： クロノグラフ 計測単位 1/100秒（60分未満）
3.基本機能 ： クロノグラフ 計測単位 1秒（60分以上）
3.基本機能 ： クロノグラフ 計測機能 通常計測、スプリット計測
3.基本機能 ： ア ラ ー ム 時刻アラーム
3.基本機能 ： 時 　 　 報 毎正時（00分）
3.基本機能 ： デュアルタイム デュアルタイムの時・分・秒、ホームタイムの時・分
4.付加機能 ： 電波受信機能
4.付加機能 ： 電受信電波　日本標準電波　福島局（40KHz）／九州局（60KHz）
4.付加機能 ： 電定時受信　1日最大2回（午前2時、午前4時）
4.付加機能 ： 電強制受信　手動による受信
4.付加機能 ： 電受信中レベル表示
4.付加機能 ： 電受信結果確認機能
4.付加機能 ： L E D 照 明  L ボタンを押すとLED照明が点灯する（約2秒間／回）
4.付加機能 ： 発  電  機  能  光発電機能
4.付加機能 ： 節  電  機  能  自動的に表示を消灯して節電を行う
4.付加機能 ： 過充電防止機能  二次電池がフル充電されるとそれ以上充電しない
5.持続時間 ： フル充電から約2年（充電の行われない環境下においての使用）
5.持続時間 ： フル充電から約10年（節電機能状態で保管）
5.持続時間 ： （電波の受信回数や、各機能の使用状況によって異なります）

●電波時計について
●電波時計とは時刻情報をのせた長波標準電波を受信し、時刻表示を修正する時計です。
●標準電波について
●日本の標準電波（JJY）は、福島県田村市の「おおたかどや山標準電波送信所」および、佐賀県
　と福岡県の境にある「はがね山標準電波送信所」から送信されています。これらの標準電波は、
　ほぼ24時間継続して送信されていますが、補修作業や雷対策で一時送信が中断されることがあ
　ります。詳しい情報は、下記サイトをご覧ください。

　※ホームページのアドレスは変更になる場合があります。

●受信範囲の目安
●この時計が受信可能な地域の目安は標準電波送信所より約900kmです。ただし標準電波の届
　く範囲は時間帯や季節、気候条件、周辺環境により変化することがあります。
※受信可能地域はあくまでも目安ですので、図の範囲内でも受信できない場合もあります。

●上手に受信するために
・電波は金属の遮蔽物により受信しにくいことがあります。
・鉄筋コンクリートの建物などではできるだけ標準電波送信
・所方向の窓の近くで受信してください。
・安定した受信を行うために受信中は時計を動かさないでく
・ださい。
・受信アンテナ（時計の上側に組込まれています）の向きを
・標準電波送信所に向けると安定した受信を行うことができ
・ます。
・受信中に表示される受信マークで受信状態の確認をすることができます。標準電波を安定して
・受けることができる場所、時計の向きを見つけておくと安定した受信を行うことができます。

※強い電波を受信している表示をしていてもノイズ等の周辺環境により受信できない場合もあ
　ります。
※受信に要する時間は2～15分です。標準電波送信所からの距離、時間帯、季節変化、天候等
　により変化することがあります。
●受信が困難な場所
　・極端に高温、低温な場所
　・鉄筋コンクリートの建物の中や地下、高層ビルや山などの谷間
　・車、電車、飛行機等の中
　・高圧線、電車の架線、飛行場の周辺等ノイズの発生し易い場所
　・テレビ、冷蔵庫、パソコン、ファクシミリ等の家電製品やインバータ付き蛍光灯、OA機
　 器、ご使用中の携帯電話の近く
※受信困難な環境下では時計に内蔵されているクオーツの精度で作動します。受信可能な環境
　に戻ると受信を行うことにより正確な時刻を表示します。また、受信を行ってから次の受信
　を行うまでの間も時計に内蔵されているクオーツの精度で動作します。

本時計はソーラーセルで発電した電流で駆動を行い、余った電流を二次電池に充電する機能が
あります。暗い場所での使用、長袖等で光が当たらない状態が長時間に渡って続くと二次電池
が消耗して充電警告表示が行われる場合がございます。
●充電警告について
　二次電池の残量が極端に少なくなるとLOW.BAT表示を点滅させ、充電が必要である事をお
　知らせいたします。この表示が行われた場合にはなるべく早く本時計を光の当たる場所に置
　き、十分な充電を行ってください。充電警告開始から時計が停止するまでは目安で10日間で
　す。（ご使用の条件によっては時計が停止するまでの時間が短くなることもございますのでお
　早めに充電を行う事をお勧めします）
※充電警告状態では節電の為、LED点灯・アラーム・クロノグラフ計測・受信機能が自動的にキ
　ャンセルされます。十分な充電が行われますと再び上記の機能がご利用いただけます。
※充電警告がされても充電が行われなかった場合、二次電池がさらに消耗して時計が停止しま
　す。時計が停止しますと時刻などのデータは全て消去されます。十分な充電がされて表示が復
　帰した後、自動的に受信状態になり受信が成功すると時刻が修正されますが、受信ができなか
　った場合にはボタン操作で時間合わせを行ってください。
●充電時のご注意
　以下のような高温になる場所での充電は避けてください。
　　・炎天下に駐車中の車のダッシュボードの上
　　・白熱灯などの熱を持つ光源に極端に近いところ
　　・真夏の直射日光が長く当たり、時計が熱を持つ環境
●充電の目安
　本時計は充電が行われない環境下でもフル充電状態から下記の使用条件で約2年動くことがで
　きます。また、引き出しの中などの完全に光が当たらない環境では節電モードが作動し続け、
　約10年間動くことができます。
・ 1日当たりの使用量目安
　LEDライト1回（2秒）　・ アラーム1回（20秒）　・ 時報24回 ・ 節電モード（4.0時間）
・ 充電時間の目安（上記使用条件でご使用の場合）
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 月～金（祝日、年末年始を除く）
お問い合わせ http://qq-watch.jp/contact.html

03-6631-2775



・強制受信
ホームタイム表示及びデュアルタイム表示
の時に R ボタンを3秒以上押し続けると確
認音が鳴り、受信マークが点滅して受信を
行います。受信に適した環境に置いて2～15
分お待ちいただきますと安定した受信を行
う事ができます。
受信を行う際には（上手に受信するために）
を参照し、受信し易い環境で行ってくださ
い。
※受信中にも継続して時刻が表示されます。
※受信が終了すると確認音が鳴ります。

●受信について
　この時計は、操作なしに自動的に受信を開始する「定時受信」とボタンの操作によって実行
　される「強制受信」とがあります。電波を正しく受信すると自動的にホームタイムの時刻、
　カレンダーが修正されます。
・定時受信
　1日最大2回（ホームタイム時計の表示時間基準で午前2時と午前4時）自動的に受信を開始
　します。午前2時の受信が成功すると以後の定時受信をキャンセルし、翌日の午前2時まで
　定時受信は行われません。
※定時受信の開始および終了時に、確認音は鳴りません。

●受信マークについて
 ・ 受信できている場合
　受信マークが点灯します。ホームタイム表示状態かデュアルタイム表示状態のときに Rボタ
　ンを押すと、受信できた時の受信レベルを表示します。受信レベル表示は、もう一度 R ボタ
　ンを押すか、約10秒後に消灯します。
 ・ 受信できていない場合
　受信マークが消灯します。時刻とカレンダーの修正は行われません。
※受信が正常に終了しているにも関わらず正しい時刻、カレンダーが表示されていない時は受
　信中にノイズ等が影響し、間違ったカウントを行った事が考えられますので場所を変えて再
　度受信を行ってください。
※受信機能を多用しますと二次電池消耗を早めますのでご注意ください。
●受信の中止
 ・ 受信中に受信を中止させたい時は、R ボタンを3秒以上押し続けます。受信マークの点滅が
　終わり、受信開始時の受信マーク表示状態に戻ります。
※定時受信を中止した場合は、確認音が鳴りませんが、強制受信を中止した場合は確認音が鳴
　ります。
●受信中のボタン操作について
 ・ 受信中に L ボタンを押すとLED照明が点灯します。
※受信中は L ボタンと R ボタン以外の操作はできません。

標準電波の受信による時刻合せの他、手動で時刻を合せる事も出来ます。
※受信を行うと正確に時間を合せる事が出来ます。
●受信による時刻の合わせかた
・「電波の受信方法」を参照してください。受信が成功すると時刻、カレンダーを合わせられます。
●手動による時刻の合わせかた（受信が困難な場合）
※時報サービス117番をご利用になられると正確に合わせられます。
・ホームタイム表示のときに、S ボタンを押し続けるとサマータイム表示が点滅します。点滅
・箇所が修正可能です。S ボタンを押す毎に点滅箇所が次の順で移動しますので、R ボタンを
・押して合わせてください。R ボタンを押すと1進み、押し続けると早送りになります。どの
・状態からでもM ボタンを押すと修正状態が解除されます。

●サマータイムの切替え方
●｢SU｣が表示され、「on」又は「oF」が点滅しているときに R ボタンを押す毎にon/offの切り
●替えが行われます。日本国内でご使用の場合はoff （「oF」）にセットしてください。
※2019年10月現在、日本ではサマータイムは実施されていません。
●秒の合わせ方
●「秒」が点滅しているときに R ボタンを押しますと秒は「00」になります。このとき秒表示
●が30～59秒のタイミングで R ボタンを押しますと分が１進みます。
●分、時、年、月、日の合わせ方
●R ボタンを押して合せてください。合わせが終了したら S ボタンを押して次の修正項目へ送
●ってください。
●12時間制/24時間制表示の切替え方
●「12H」または「24H」の表示のとき、R ボタンを押して時間制を切替えてください。この時
●間制はアラーム表示、デュアルタイム表示にも反映されます。
●修正の終了
●12H/24H表示の切替えの後、S ボタンを押すと時刻、カレンダー合せが終了します。また、
●どの修正状態からでも M ボタンを押すと合せは終了します。
※受信マークが点灯している状態から手動による時刻修正状態になりますと、修正の有無に関
●わらず受信マークは消灯します。

アラームは分単位でセットできるほか、「ON」「OFF」を切替えることもできます。アラーム表
示ではボタン操作が行われないまま約2分が経過すると時刻表示に戻ります。
※受信中にアラーム設定時間になりますと受信は一時中断し、アラーム終了後に再度受信を行
　います。
●アラーム時刻の設定のし方
1）アラーム時刻表示の時に S ボタンを押し続けるとアラーム時刻の｢時｣が点滅します。R
　 ボタンを押してセットしてください。R ボタンを押し続けると早送りとなります。12H
　 制をご利用の場合は午前マーク「AM」と午後マーク｢PM｣にご注意ください。｢時｣のセ
　 ットが出来ましたら S ボタンを押してください。
2）分が点滅しますので｢時｣と同様に合せてください。S ボタンを押すとアラーム時刻設定
　 が完了します。どこの修正状態からでも M ボタンを押すとセットが完了する他、約2分
　 間ボタン操作が行われなかった場合にもセットが完了となります。アラーム時刻設定が
　 完了するとALMマークが点灯してアラームが設定されている事をお知らせします。
3）セットした時刻になるとアラームが20秒間鳴ります。アラーム鳴り中いずれのボタンを
　 押しても音を止める事ができます。
●アラーム・時報のON/OFF設定の仕方
　 アラーム時刻表示の時に R ボタンを押す毎にアラームの「ON」「OFF」、時報の「ON」
　「OFF」を切替えることが出来ます。アラームONの時にはALMマークが点灯し、時報ONの
　 時にはCHIマークが点灯します。

デュアルタイム時刻表示では別の時差を持った国の時刻を表示することができる他、サマータ
イムもホームタイム表示とは別に設定することができます。デュアルタイムでは1時間刻みで時
刻を設定できます。分・秒表示はホームタイムに準じます。デュアルタイム表示の時に S ボタン
を押し続けるとサマータイム表示が点滅を開始します。点滅箇所が修正可能です。 R ボタンを
押す毎にon/offの切り替えが行われます。S ボタンを押すと点滅箇所が時に移動しますので R
ボタンを使用して合せてください。 R ボタンを１回押すと１進み、押し続けると早送りになり
ます。どの状態からでも M ボタンを押すと修正状態が解除されます。

夜間及び映画館などの暗所ではソーラーパネルによる発電は行われません。この様な暗所で、なお
且つ長時間光が当たらない状態が続くと節電機能が働き、時計の表示を消灯させて節電を行います。
但し、時計内部では正しい時刻を刻み続けます。

●節電機能を解除するには
　節電モード作動状態において十分な明るさの光が当たると時計が発電を開始して節電機能が
　解除されます。また、節電機能作動中に任意のボタンを押すとLED照明が点灯して節電機能
　が解除されます。
●クロノグラフ作動中に節電機能へ移行すると
　クロノグラフ計測中に節電機能へ移行すると時計の表示は消灯しますがクロノグラフのカウ
　ントは継続されています。
※節電機能作動中でもクロノグラフ計測は継続されています。節電機能を解除する為に S 又は
　R ボタンを押しますと計測ストップ、スプリットタイム表示となります。クロノグラフ計測
　開始後に時刻表示に戻しておきますとボタンの誤入力による計測データの損失を防止する事
　ができます。
●節電機能作動中にアラーム設定時間になると
　節電機能作動中でもアラームの設定時刻になるとアラームが作動します。アラーム停止後も
　引き続き節電機能を継続します。
●節電機能作動中の正分になると
　節電機能作動中でもチャイムをOnに設定しますと毎正分（00分）ごとに時報が鳴ります。

Ⓜボタンを押すと以下の順で切り替ります。

計測時間は23時間59分59秒まで計測でき、24時間計測後は自動的に停止してリセット状態に移
行します。計測スタートから59分59秒99までは1/100秒単位まで表示しますが、計測時間が60
分を超えると計測カウントは時、分、秒の表示に切り替わります。

●クロノグラフの使い方
1）クロノグラフ表示状態のときに S ボタンを押すと計測を開始します。再び S ボタンを
   押すと計測がストップします。さらに S ボタンを押すと計測のストップしている状態から
   再度計測を開始する積算計測もできます。
※クロノグラフ計測中には「CHR」マークが点灯し、計測ストップ状態のときには「CHR」
   マークが消灯します。
2）計測がストップしているときに R ボタンを押しますと計測カウントがリセットされます。
3）クロノグラフ計測中に R ボタンを押すと「CHR」マークが点滅してスプリットタイム計測
　を行うことができます。スプリットタイム計測では表示は停止しますが時計は計測を続
　けています。再度 R  ボタンを押すと次のスプリット計測を表示します。最後のスプリ
　ットタイム操作から10秒が経過するとクロノグラフ計測中表示に戻ります。
4）スプリットタイム表示中に S ボタンを押すとクロノグラフ計測がストップし、ストップ時
　 間を表示します。再び S ボタンを押すとクロノグラフ計測が再開されます。
※クロノグラフ計測（ラン状態）中は、定時受信が行われません。また強制受信もできません。
※クロノグラフ計測中に M ボタンを押しますと、ホームタイムに切替わりますが、クロノグ
　ラフ計測は継続されています。クロノグラフ計測中にはほかのモードでも「CHR」マークが
　点灯していますので確認することができます。再び、クロノグラフモードに切替えますとク
　ロノグラフ計測中の表示となります。
※クロノグラフモードでは、カウントリセット状態での R ボタン操作を除き、 S ボタンとR
　ボタンを押すと操作音が鳴ります。

時計の L ボタンを押しますとLED照明が点灯します。ボタンを1回押した時の点灯時間は約2
秒です。
※LED照明を多用しますと二次電池の消耗を早めますのでご注意ください。

Ⓢ


